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【緒 言】歯科治療時のス トレスは,様 々な循環

変動 を及ぼす。特に外科処置における侵襲や患者

の生理的 ・心理的変化は循環に強い影響を与える。

今回,圧 迫止血困難のため緊急全身麻酔下に循環

管理 を行った症例を報告する。

【症例概要】現病歴:A歯 科医院にて上顎右側智

歯抜歯後,止 血困難にて当院に救急搬送 された。

既往歴:高 血圧症

経過:来 院後,直 ちに生体モニター装着 し,圧

迫するも止血及び出血点の確 認が困難であった。

また患者の血圧は徐々に上昇 し,出 血量の増加が

見 られたため,緊 急全身麻酔下の止血術予定 と

なった。全身麻酔下の止血術により止血認められ

たが,覚 醒時に血圧の上昇が見 られ再 出血 した。

再び患者を入眠させ,止 血術施行 した。覚醒前に

フェンタニル,塩 酸デクスメデ トミジンを活用 し,



再出血認められないためICUに 帰室 した。

【考 察】出血点の確認 はできなかったが,出 血

状態 また抜歯部位を考慮すると,抜 歯による骨破

折 によ り翼突筋静脈叢が損傷 し,出 血の原 因に

なったと推測 された。抜歯による循環変動は抜歯

開始1～3分 時に最大 となる事が多く,今 回簡易

な普通抜歯であったため循環変動が大きい時期で

の静脈叢の損傷が出血量の増大 と止血困難 を招い

たと推測できる。また出血による心拍数増加に伴

う心理的変化,出 血が続 くことによる不安,時 間

経過に伴う局所麻酔薬の効果減弱による痛みの発

現が本症例において血圧上昇の一助となったと考

えられる。麻薬性鎮痛薬であるフェンタニル,α

2ア ドレナ リン作動薬で ある塩酸デクスメデ トミ

ジンは血圧,心 拍数 を低下 させ,ま た塩酸デクス

メデ トミジンは口腔粘膜血流量の減少が期待でき

るため,本 症例においては有効であった。

【結 語】止血困難な部位においては局所止血の

みならず,循 環管理 も有用である。


